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会
長
就
任
に
あ
た
っ
て
の
抱
負

　

九
州
・
沖
縄
８
県
で
、現
在
１
５
９
社
の
会
員

数
を
擁
し
、50
年
以
上
に
わ
た
り
会
員
相
互
並
び

に
関
係
諸
機
関
や
地
域
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
な
が

ら
、地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
資
本
整
備
に
関
わ

る
課
題
と
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。当
支
部
で
は
、

会
員
企
業
の
力
を
結
集
し
て
こ
れ
ら
の
諸
課
題
の

解
決
に
挑
戦
し
、環
境
に
配
慮
し
た
社
会
資
本
の

整
備
並
び
に
そ
の
活
用
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

協
会
の
事
業
方
針
と
主
な
取
り
組
み

　

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
九
州
支
部
は
、建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
事
業
環
境
整
備
と
建
設
技
術

の
向
上
を
通
じ
て
、社
会
資
本
整
備
と
地
域
発
展
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
団
体
で
す
。

九
州
支
部
の
活
動
は
、大
き
く
５
つ
の
運
営
方
針
を

基
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

(

１)

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
一
層
の
魅
力
向
上
に

向
け
た
総
合
的
な
環
境
整
備

(

２)

技
術
力
と
品
質
の
確
保
・
向
上
の
推
進

(

３)

広
報
活
動
の
強
化
と
社
会
貢
献
活
動
の
推
進

(

４)

職
業
倫
理
の
保
持
と
法
令
遵
守
の
徹
底

(

５)

会
員
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
便
益
向
上
の
一
層
の

推
進

九
州
支
部
で
は
、種
々
の
活
動
を
通
じ
て
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
界
の
発
展
、ひ
い
て
は
九
州
全
体
の

さ
ら
な
る
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

団
体
を
担
っ
て
意
識
し
て
い
る
こ
と 

　

長
年
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
で
仕
事
を
し
て
き
た
た

め
、建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
の
実
務
経
験
が

ほ
と
ん
ど
な
く
支
部
活
動
に
関
わ
る
こ
と
も
初
め

て
な
の
で
、取
組
内
容
を
し
っ
か
り
勉
強
し
、他
の

支
部
役
員
の
支
援
、協
力
を
い
た
だ
い
て
職
務
を

全
う
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
多
数
の
会
員
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
競
争

す
る
面
と
補
完
し
て
協
力
し
合
う
部
分
が
あ
る
た

め
、透
明
性
が
高
く
公
正
な
運
営
を
す
る
こ
と
を

特
に
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
業
務
の
課
題
と
未
来

　

近
年
に
お
け
る
自
然
災
害
の
激
甚
化
や
イ
ン
フ

ラ
設
備
の
老
朽
化
に
よ
る
事
故
の
頻
発
化
に
よ
り
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要

な
社
会
的
役
割
を
担
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

自
然
災
害
に
対
し
て
は
、災
害
時
に
迅
速
に
対

応
で
き
る
人
材
の
育

成
、災
害
対
策

の
た
め
の
技
術
革
新
と
そ
の
普
及
、災
害
情
報
シ
ス

テ
ム
の
整
備
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、イ

ン
フ
ラ
整
備
の
老
朽
化
に
対
し
て
は
、適
切
な
維
持

管
理
、長
寿
命
化
対
策
、適
時
更
新
等
の
再
整
備

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、少
子
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
や
建
設
投

資
が
上
昇
し
な
い
現
在
に
お
い
て
、建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
界
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
と

い
え
ま
す
。特
に
九
州
で
は
、担
い
手
確
保
が
最
重

要
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。若
い
人
材
や
ベ
テ
ラ
ン

技
術
者
が
入
職
し
て
定
着
す
る
よ
う
に
、業
務
量

の
確
保
と
働
き
方
改
革
を
同
時
に
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、地
域
の
特
性
と

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
る
こ
と

で
、地
域
の
活
性
化
や
経
済

の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、都
市
部
と
地
域
の
格
差

是
正
に
努
め
て
社
会
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

今
年
度
の
事
業
計
画　

　

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自

然
災
害
や
、イ
ン
フ
ラ
設
備

老
朽
化
に
よ
る
事
故
な
ど
に

対
応
す
る
社
会
的
要
請
が
高

ま
る
な
か
、建
設
業
全
般
に

関
す
る
法
律
の
環
境
整
備
が

進
ん
で
い
ま
す
。

・
労
働
基
準
法
改
正

・
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の

促
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律　

等

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
界
に
関
し
て
も
契
約
の

厳
格
化
や
職
場
環
境
の
改
善
に
係
る
制
度
が
構
築

さ
れ
つ
つ
あ
り
、こ
れ
ら
の
施
策
へ
の
対
応
力
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
も
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に

は
、生
活
環
境
、自
然
環
境
、リ
サ
イ
ク
ル
促
進
等

の
環
境
配
慮
に
お
い
て
も
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
役
割
・
責
任
は
重
大
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、旧
来
の
役
割
を
再
認
識
す
る
と

同
時
に
、多
様
化
・
拡
大
す
る
期
待
と
要
請
を
踏

ま
え
て
、建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
九
州
支
部

は
、下
記
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
会
員
各
社
の
安
定
経
営
の
た
め
の
環
境
づ
く
り

②
担
い
手
確
保
と
育
成

③
社
会
的
役
割
の
達
成
と
認
知
度
の
向
上

　

こ
れ
ら
の
好
循
環

を
目
指
し
、昨
年
度

と
同
様
に
５
つ
の
運

営
方
針
を
掲
げ
そ
の

施
策
に
取
組
み
ま

す
。

県
・
市
に
対
す
る

要
望

　

建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
協
会
九
州
支
部

は
、本
部
と
共
同
で

国
土
交
通
省
九
州

地
方
整
備
局
お
よ
び

内
閣
府
沖
縄
総
合

事
務
局
に
対
し
て
意

見
交
換
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。合
わ
せ

て
、
九
州

支
部
単
独
で
九

州
地
方
の
自
治

体（
政
令
指
定
都
市

を
含
む
11
自
治
体
）と
意
見
交
換
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
意
見
交
換
会
で
は
、以
下
を
テ
ー
マ

と
し
て「
要
望
と
提
案
」を
提
示
す
る
予
定
で
す
。

１ 

担
い
手
確
保
・
育
成
の
た
め
の
環
境
整
備

２ 

技
術
力
に
よ
る
選
定

３ 

品
質
の
確
保
・
向
上

４ 

災
害
対
応
に
向
け
た
環
境
改
善

５ 

Ｄ
Ｘ
推
進
の
環
境
整
備

趣
味
や
健
康
法
な
ど

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
読
書
が
私
の
趣
味
で
す
。な

か
で
も
歩
く
習
慣
は
30
年
以
上
続
け
て
い
ま
す
。

歩
く
こ
と
で
、季
節
や
街
の
小
さ
な
変
化
を
発
見

で
き
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
つ
な
が
り
ま
す
。屋
久
島

の
縄
文
杉
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス（
往
復
約
22
キ

ロ
）も
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
、現
地
で
達
成
感
と

大
自
然
の
美
し
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。普
段
も
、足

を
動
か
す
の
が
苦
に
な
ら
な
い
た
め
、会
社
の
あ

る
10
階
ま
で
毎
日
一
度
は
階
段
を
使
う
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

社会貢献活動

1. 夢アイデアなど市民発意によるまちづくりを推進 ・地域社会の発展に貢献。
2. 大学や発注機関に講師を派遣し、社会資本整備の理解と技術力向上を促進 。
3. メディアで活動を広報し、社会への情報発信を実施。
4. 災害時には国・自治体と協力し、専門技術者を現場に派遣。早期復旧に貢献等。

▲土木遺産な旅 2025▲土木遺産な旅 2025

PROFILE
（一社）建設コンサルタンツ協
会九州支部長。西日本技術開発
（株）代表取締役社長。山口県
出身、70歳。

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
九
州
支
部
で

は
今
年
４
月
、
新
支
部
長
に
穐
山
泰
治
氏

が
就
任
。
地
域
社
会
資
本
の
整
備
や
災
害

対
策
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
に
よ
る
生
産

性
向
上
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に

挑
む
。
老
朽
イ
ン
フ
ラ
対
応
や
頻
発
化
す

る
自
然
災
害
へ
の
対
策
、
若
手
技
術
者
育

成
に
向
け
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
業
界
を

牽
引
し
て
い
く
の
か
話
を
伺
う
。

団体長

穐山 泰治  支部長

一般社団法人  建設コンサルタンツ協会　九州支部

新体制が切り拓く
社会インフラ整備と
人材育成戦略


